
緊急時緊急時サポート

迫る死とともに生きる迫る死とともに生きる

大切な人が末期的な病気になったとき（あるいは自
分がそのような状況に陥った場合でも）、私たちは
死と共存する方法を見つけなければなりません。 

迫る死とともに生きることは、感情、決断、行動が
複雑に絡み合うものです。
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感情感情

20年以上前、シカゴ大学の精神科医であるエリザベス・キューブラー＝ロスは、

死を迎える人々が経験する可能性のあるさまざまな段階を特定しました。また、

その家族も同じような感情を抱いていることが多いのです。段階は、必ずしも記

載されている順番で進行するわけではありません。さらに、死にゆく人と、その

人を愛する人たちは、これらの段階の一部または全部を行ったり来たりすること

があります。これらの段階を知ることは、死にゆく人の反応、そして私たち自身

の反応を理解するのに役立つかもしれません。

•	 �否認：否認：「セカンドオピニオンが欲しい」

•	 �怒り：怒り：「なぜ医者はもっと早く気付かなかったのか？」

•	 �取引：取引：「どうか娘の結婚を見届けられるだけの時間をください」

•	 �抑うつ：抑うつ：もう二度とできないこと、まったくできないことに絶望します。

•	 �受容：受容：受け入れることは、嬉しいことでも、悲しいことでもありません。た

だ、受け入れることなのです。

喪失は、それが発生する前にわかることもあります。末期的な病気で苦しむ友人

や家族がいれば、私たちは彼らが亡くなる前から悲嘆のプロセスを開始すること

になるでしょう。ある意味で、死の予感を悲しんでいるのです。これを「予期悲

嘆」といいます。

決断決断

•	 病気を抱えている人にとって、「死と隣り合わせの生活」を送る上で最も重要

なことは、終末期医療に対する安心感を得ることです。これは「アドバンス・

ケア・プランニング」と呼ばれ、本人が自分の意思を明確にできなくなった場

合に、その医療上の希望を尊重するためのプロセスです。

•	 具体的にどのような終末期医療を希望するか（あるいは希望しないか）を決

め、その希望を実現するために誰を信頼するかを決める必要があります。

悲嘆と喪失



行動行動

これらの決断を文書化することが重要です。これらの文書は、「事前指示書」とし

て知られています。これは、生前の意思（遺言書とは異なる）と医療委任状を組み

合わせたものです。

また、人生の最後の6か月間にホスピスのサービスを利用することも重要な行動の

ひとつです。

米国ホスピス財団によると、ホスピスは次のと

おりです。

•	 終末期を迎えた人が、できるだけ長く元気で

生活できるように、生活の質を高めるための

医療ケア

•	 死にゆく人とその家族全体に焦点を当て、身

体的、心理社会的、精神的な苦痛に対処する

専門家の学際的なチーム

•	 症状の管理、介護やコミュニケーション、意

思決定の調整、介護の目標の明確化、生活の

質に対処するケア

多くの場合、ホスピスケアは本人の住居で行わ

れ、前述のように患者とその家族全員が対象と

なります。治療提供の試みは、特定の病気や状態の痛みやその他の症状を軽減する

ことに焦点を当てた緩和ケアへと取って代わられます。患者は、必要なだけホスピ

スサービスを利用することを選択できます。

主治医が、お住まいの地域で提供されているプログラムを推奨することができま

す。

悲嘆と喪失
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病気を抱えている人に
とって、「死と隣り合
わせの生活」を送る上
で最も重要なことは、
終末期医療に対する安
心感を得ることです。

必要なときに必要なサポートを必要なときに必要なサポートを

緊急時サポートに関するその他のリソースや情報については、optumeap.com/
criticalsupportcenterをご覧ください。 

http://optumeap.com/criticalsupportcenter
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